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研究成果の概要（和文）：オルソケラトロジーが小児期の近視進行を抑制する効果を有すること
を明らかにした．オルソケラトロジー群は眼鏡コントロール群と比較して眼軸伸長が有意に小
さく，この効果は年々減弱していくことも明らかとなった．これらの結果の詳細は以下の英文
論文 2 本にまとめた．（Kakita T, Hiraoka T, Oshika T. Influence of overnight orthokeratology on axial 
elongation in childhood myopia. Invest Ophthalmol Vis Sci. 2011;52:2170-4），（Hiraoka T, Kakita T, 
Okamoto F, Takahashi H, Oshika T. Long-term effect of overnight orthokeratology on axial length 
elongation in childhood myopia: a 5-year follow-up study. Invest Ophthalmol Vis Sci. 2012;Epub ahead 
of print）． 
 
研究成果の概要（英文）：We clarified that orthokeratology can suppress myopic progression 
in childhood myopia. Our results confirmed that axial elongation was significantly smaller 
in the orthokeratology group than in the spectacle control group. The inhibitory effect was 
most noticeable over the first year of orthokeratology treatment and decreased with time. 
The details of these results were summarized in the following two articles. (Kakita T, 
Hiraoka T, Oshika T. Influence of overnight orthokeratology on axial elongation in 
childhood myopia. Invest Ophthalmol Vis Sci. 2011;52:2170-4), (Hiraoka T, Kakita T, 
Okamoto F, Takahashi H, Oshika T. Long-term effect of overnight orthokeratology on axial 
length elongation in childhood myopia: a 5-year follow-up study. Invest Ophthalmol Vis Sci. 
2012;Epub ahead of print). 
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１． 研究開始当初の背景 
オルソケラトロジーの一つの利点として小
児の近視進行を抑制する効果が示唆されて
おり、2004年にはオルソケラトロジーにより
片眼のみの治療を行っていた11歳の男児に
おいて2年後の眼軸長の伸びが僚眼よりも有
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意に抑制されたとの報告がなされた（Cheung
 SW, et al. Optom Vis Sci. 81:653-6, 20
04）。2005年には本治療を継続中の35人の小
児において眼軸長の伸びが眼鏡装用のコン
トロール群よりも有意に抑制されたとの報
告がなされ、小児の近視コントロールに有効
な治療となる可能性が示された（Cho P, et 
al. Curr Eye Res. 30:71-80, 2005）。アジ
アでは近視の有病率が高いと言われ、アジア
の諸外国においては小児の近視コントロー
ルを目的として本治療が行われているケー
スが極めて多いのが現状である。しかし、こ
こで問題となるのは完全にマッチングした
対照群を用いた研究がなされていないこと
と，近視進行抑制のメカニズムが明確にされ
ていないことであった。 
 
２．研究の目的 
オルソケラトロジーが発達期の眼軸伸長に
及ぼす影響を眼鏡コントロール群と比較検
討し，眼軸伸長抑制効果のメカニズムを明ら
かにすること． 
 
３．研究の方法 
オルソケラトロジー群と単焦点眼鏡群に分
けて、経時的に屈折・眼軸長・波面収差解析
（軸外収差）を測定し、2群間の比較を行い，
オルソケラトロジーの眼軸伸長抑制効果を
確認する。また，それぞれの相関関係を調べ、
眼軸伸長に寄与する因子を導き出す。また各
年の変化を比較し，治療継続により抑制効果
がどのように変化していくのかを明らかに
する。 
 
４．研究成果 
ベースラインの等価球面度数はオルソケラ
トロジー群で-1.89 ± 0.82（平均 ± 標準
偏差）D，単焦点眼鏡（コントロール）群で
-1.83 ± 1.06 D，眼軸長はそれぞれ 24.09 ± 
0.77 mm と 24.22 ± 0.71 mm であり群間の
有意差はみられなかった．眼軸の伸びは 1年
目で 0.19 ± 0.09 mm（オルソケラトロジー
群），0.38 ± 0.20 mm（眼鏡コントロール群），
2年目はそれぞれ 0.26 ± 0.13 mm, 0.33 ± 
0.18 mm，3 年目はそれぞれ 0.19 ± 0.15 mm, 
0.29 ± 0.16 mm であり，いずれの年度にお
いても有意差を持ってオルソケラトロジー
群の眼軸伸長が小さかった（P < 0.05, 
unpaired t-test）．この眼軸伸長抑制効果は
初年度が最も大きく，年を経るごとに減弱す
ることも判明した．屈折はオルソケラトロジ
ー群では-1.89 ± 0.82 D から -0.70 ± 0.45 
D へと有意に改善したが (P < 0.0001, 
unpaired t-test)，眼鏡コントロール群では
-1.83 ± 1.06 D から-5.03 ± 1.83 D へと
有意に悪化した(P < 0.0001)．  
 
上記の新知見は国内はもちろんのこと国外
でも初めて確認された新知見であり，その意
義やインパクトは極めて大きい．新しい近視
進行抑制治療として十分に臨床応用が可能
であるばかりでなく，その有効性と安全性か
ら最も有望な治療となりうると考えられ，眼
科学に留まらず，社会的にも非常に有意義な
結果が得られたと自負している．今後はさら
なる臨床応用を進めていく予定である． 
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